酒在庫問題

　酒類卸売り業のA社の倉庫には，仕入注文に応じて，メーカから毎日数個のコンテナが搬入されてくる。その内容はビン詰めの酒で，１つのコンテナには10銘柄まで混載できる。扱い銘柄は約200種類ある。倉庫係は，商品（酒）をコンテナから取り出して倉庫に保管し，それを記録した入庫表を受付係へ手渡す。また受付係からの出荷指示によって倉庫から商品を出荷することになっている。

　入庫表：仕入注文番号

　　　　　入庫日

　　　　　商品名，数量（の繰り返し）

　さて，受付係は毎日，納入希望日の前日までに，電話で小売店からの注文を受ける。受付係は，その都度注文票に記入し，そのコピーを出荷指示として倉庫係に渡す。注文の納入希望日の当日朝時点で当該商品の在庫数量が不足する場合には，不足分について在庫不足リストに記入し，当日の夕方に，入庫希望日別，商品別に集計して，メーカに仕入注文を出す。翌日入庫希望分は，翌日の夕方に入庫される。
　注文書：注文番号

　　　　　送り先名

　　　　　商品名，数量，納入希望日（の繰り返し）

　　　　　受注日

　仕入注文：仕入注文番号

　　　　　品名，数量

　　　　　入庫希望日

　　　　　仕入注文日

　A社の仕入，受注，出荷をサポートする情報システムの概念モデルを作成せよ。

· なお，移送や在庫保管中に酒類の損失は生じない。

· この課題は現実的でない部分もあるので，入力データのエラー処理などは簡略に扱って良い。

· 以上，あいまいな点は適当に解釈してください。

　

（注）この課題は，情報処理学会の共通問題「酒在庫問題」[1]を簡略化したものです。
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